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はじめに
このたびは固定型CCD式マルチコードリーダMATRIX をお買い上げいただき誠にありがとうございます。
本取扱説明書ではMATRIX の設置・接続・仕様に基づく内容を記載しておりますので、必ずご一読いただきます
ようにお願い致します。

ご注意
①本書の内容の全部または一部を無断で転載することは禁止されています。
②本書の内容に関しては改良のため予告なしに変更することがありますのでご了承ください。
③本書の内容については万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤り記載漏れなどお気付きのことが
　ございましたら巻末記載の弊社担当窓口までご連絡くださるようお願い致します。
④運用した結果の影響については③項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。

表記について

誤った使用をすると、機器の破損につながるもの、または、正しく使用するために特に注意する事柄
を記載していますので、必ずお読みください。ご注意
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1.MATRIX 外観図
①読み取り窓 (-R の場合は上面に読み取り窓の配置となります。)
②電源ＬＥＤ
③同期信号ＬＥＤ
④読み取りOKＬＥＤ
⑤データ送信ＬＥＤ
⑥自動セットアップスイッチ
⑦電源・通信コネクタ (D-sub25オスコネクタ )
⑧ AUXインターフェイスコネクタ (D-sub9メスコネクタ )

①

COM READ TRIG PWR

MATRIX-2000

CAL POS

②
③④

⑤

⑥

2.MATRIX の特徴

以下に、MATRIX の主な特徴を挙げます。
・PDF417/DATA MATRIX/QR CODEと殆どの2次元コードをマルチで読み取りが可能
・1次元コードの読み取りもマルチで可能
・光学系 /デコード部 /インターフェイスの全てをコンパクトなサイズに一体化
・受光部にはCCDセンサを使用しており、PCB等のダイレクトマーキングでも読み取りが可能
・供給電源はDC10～ 30Vで様々な環境での電源に対応
・1次元バーコードレーザスキャナとの互換性を高めるためにフェーズモードを標準で装備
・2シリアルインターフェイスを装備しており、メインインターフェイスはRS485にも対応
・IP64保護クラスハウジングの採用により、産業分野での利用に威力を発揮
・専用設定ソフトの使用で設置時に便利なキャリブレーション機能を搭載

3. 型番一覧とアクセサリ

MATRIX は、読み取り仕様によって6つのタイプがあります。
・MATRIX 型番一覧
	 MATRIX-2011	 超高分解能タイプ			   -2111		 Ethernet 接続タイプ	
	 MATRIX-2021	 高分解能タイプ				   -2121		 Ethernet 接続タイプ
	 MATRIX-2121-R	 高分解能90°アングルタイプ　Ethernet 接続タイプ
	 MATRIX-2031	 標準分解能タイプ			   -2131		 Ethernet 接続タイプ
	 MATRIX-2041	 低分解能タイプ				   -2141		 Ethernet 接続タイプ
	 MATRIX-2141-R	 低分解能90°アングルタイプ　Ethernet 接続タイプ
	 MATRIX-2051	 低分解能、中距離読み取りタイプ
	 MATRIX-2061	 低分解能、長距離読み取りタイプ
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5. 設置

5.1 設置の手順
MATRIX を運用するまでに必要な手順は以下の通りです。
①個装箱を開けて、全ての物がそろっているか確認して下さい。
②本取扱説明書のP11「10. 読み取り位置決めについて」を全てお読み下さい。
③MATRIX を設置する場所に仮固定します。
④MATRIX をご使用条件に合わせて機器と正しく接続します。
⑤設定用ソフト "VisiSet" を起動してMATRIX と接続し、"Calibration" にて読み取り位置の調整を行います。
⑥読み取り位置の調整が完了したら、MATRIX を設置する場所にしっかりと固定をします。
⑦MATRIX の内部パラメータをご使用条件に合わせて設定を行います。
⑦最後に要求する動作が可能かテストを行います。
これから上記の手順にて、設置に関する詳しい内容を説明します。

MATRIX 上面の4つの LEDはそれぞれ以下の状況を表示します。
　POWER ON LED（赤）（図1の②）：	 点灯時はMATRIX に電源が供給されていることを示します。
　EXT TRIG LED（黄）（図1の③）：		 同期信号が動作中 (アクティブ )であることを示します。
　GOOD READ LED（赤）（図1の④）：	 MATRIX がコードの読み取りが完了したことを示します。
						      MATRIX の電源ON時は点灯して、初期化を行っている事を表
						      示します。そして初期化が成功すれば LEDは点灯後、数秒で消
						      灯します。もし、初期化に失敗すれば、LEDは点灯したままとな
						      ります。
　TX DATA LED（緑）（図1の⑤）：		  点灯時はメインインターフェイスがデータを送信中であることを
						      示します。

4.LEDの表示について

5.2梱包内容
MATRIX がお手元に届きましたら、すぐに開梱して以下のものがあるか、確認して下さい。もし、不足・破損等
がある場合は、ご購入先の販売店、もしくは巻末の弊社営業窓口まで、ご連絡をお願いします。
①MATRIX 本体						      1
②取扱説明書							       1
③ 2Dコードテストチャート (Data Matrix ECC200)		 1
⑤取付金具・ビスセット (ビス×4、ワッシャー×4)		  1
④ VisiSET インストーラディスク				    1set

また、MATRIX には以下のアクセサリをオプションでご用意しております。
	 C-BOX 100		  接続端子台BOX
	 CAB-6001		  MATRIX-C-BOX接続用ケーブル 1m
	 CAB-6002		  MATRIX-C-BOX接続用ケーブル 2m
	 CAB-6005		  MATRIX-C-BOX接続用ケーブル 5m
これらの製品の詳細についてはご購入先の販売店、もしくは巻末の弊社営業窓口までお問い合わせ下さい。
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5.3MATRIX の取付について
MATRIX は設置の仕方によって様々な状態での使用が可能です。MATRIX 本体のネジ穴（M4×5）は取付金具
のためのものです。下図はスキャナ本体と取付金具の外形寸法図です。設置の際に参照して下さい。また最適な取
付位置については、P11「10. 読み取り性能について」を参照して下さい。
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5.4 設置

5.4.1D-sub25コネクタ
MATRIX 本体のD-sub25( オス ) コネクタのピン配列は以下の通りです。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

252423222120191817161514

・ピン2・ピン3・ピン4・ピン5・ピン23はMATRIX のメインインターフェイスのタイプに
　より接続が異なります。詳細はP6「6. メインシリアルインターフェイス」を参照して下さい。
・ピン8/22・ピン11/12・ピン16/17はMATRIX の内部設定により動作が異なります。
　詳細はP10「9. 信号出力」を参照して下さい。

ご注意

ピンNo. 信号名 入出力 信号名
1 FG フレームグランド
2 TX232/TX485+/RTX485+ 出力 シリアル出力 (MAINポート )
3 RX232/RX485- 入力 シリアル入力 (MAINポート )
4 RTS232/TX485-/RTX485- 出力 送信要求 (MAINポート )
5 CTS232/RX485- 入力 送信可 (MAINポート )
6 IN2+ 入力 入力2+
7 SGND シグナルグランド
8 OUT1+ 出力 出力1+
9 VS 電源 (DC10～ 30V)
10 IN2- 入力 入力2-
11 OUT2+ 出力 出力2+
12 OUT2- 出力 出力2-
13 VS 電源 (DC10～ 30V)
14 N.C. 未接続
15 N.C. 未接続
16 OUT3+ 出力 出力3+
17 OUT3- 出力 出力3-
18 EXT TRIG+ 入力 同期信号+
19 EXT TRIG- 入力 同期信号 -
20 RX AUX 入力 シリアル入力 (AUXポート )
21 TX AUX 出力 シリアル出力 (AUXポート )
22 OUT1- 出力 出力1-
23 GND485 RS485シグナルグランド
24 N.C. 未接続
25 GND 電源グランド
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5.4.2 D-sub9コネクタ
MATRIX 本体のD-sub9( メス ) コネクタのピン配列は以下の通りです。

ピンNo. 信号名 入出力 信号名
1 N.C. 未接続
2 TXAUX 出力 シリアル出力 (AUXポート )
3 RXAUX 入力 シリアル入力 (AUXポート )
4 N.C. 未接続
5 SGND シグナルグランド
6 N.C. 未接続
7 N.C. 未接続
8 N.C. 未接続
9 N.C. 未接続
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5.4.4 電源の配線について
MATRIX の電源接続は以下の方法にて接続が可能です。

接地グランド

DC10～30V
GND
FG

VS
GND

CHASSIS

13
25
1

外部機器MATRIX(D-sub25)

MATRIX の電源には、DC10～ 30Vの安定した電源を使用して下さい。また、ピーク電流値は
約800mA程度となるので、出力に余裕のある電源を使用して下さい。
また、電気的ノイズからMATRIX を保護するために必ず接地グランドの接続を推奨します。

ご注意

6. メインシリアルインターフェイス

MATRIX は機種に応じて、以下のシリアルインターフェイス信号がコネクタから得られます。
	 RS232インターフェイス
	 RS485ノンポーリング (全 2重 ) インターフェイス
	 RS485ポーリング (半 2重 ) インターフェイス
次に、各インターフェイスの接続とその使用法について詳しく説明します。

MATRIX のメインシリアルインターフェイスは、添付の "VisiSet" 設定ソフトで設定を変更するこ
とが可能です。ご注意

6.1RS232インターフェイス
メインシリアルインターフェイスで使用が可能なRS232インターフェイスはホスト等の機器とMATRIX をポ
イント・トゥー・ポイントにて接続する場合に使用するインターフェイスです。RS232インターフェイス
を選択した場合のMATRIX と接続機器との配線は以下の通りに行います。

TX232
MAINポート

2
ホスト
SD
RD
RS
CS
SG

3
4
5
7

RX232

RTS232

CTS232

SGND

RTS/CTSプロトコル有効時

MATRIX
ホスト
SD
RD

2
3

TX232

RX232

SG7SGND

無手順(ノープロトコル)有効時

MATRIX
MAINポート
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MATRIX の RS232インターフェイスは以下の通信プロトコルをサポートしています。
・無手順 (ノンプロトコル )
・RTS/CTS( ハードウェア制御によるプロトコル )
・XON/XOFF( ソフトウェア制御によるプロトコル )
以下では、各プロトコルでの通信手順を説明します。

RTS/CTS制御
RS232インターフェイスで使用されている通信制御の1つで、RTS線及びCTS線という制御信号線を用いて
ハード的な制御を行います。
制御手順
①端末がデータ送信準備完了となると、RTS線をアクティブ状態にする。
②端末のCTS線がアクティブであれば、端末はデータの送信を開始する。
③もし端末のCTS線が非アクティブであれば、データ送信を中止する。
④CTS線が通信中に非アクティブになると、端末は再びアクティブになるまでデータ送信を中断する。
(ホストはデータの受信準備ができるとRTS線をアクティブにして、端末からのデータ受信の待機をする。)
( もしホストが busy 状態になったときは、RTS線を非アクティブにしてデータの受信を中断する。)

データ送信開始 データ送信終了
+V

RTS
-V

+V
TX232

-V

+V
CTS

-V

データ送信 データ送信

送信中断

ENABLE ENABLE

DISABLEアイドル アイドル

D1 D2 D3 D4 D5

XON/XOFF 制御
XON/XOFF 制御とは、RS232インターフェイスにて通信を行う際に利用される通信制御方式のひとつで、
データの送受信ラインで制御を行うソフトウェアによる制御方法です。
制御手順
①データ送受信中にXOFF(13hex) キャラクタを受信すると、受信側が busy 状態にあるので、送信側はデータ
　の送信を中断する。
②データ送信側はXON(11hex) キャラクタを受信するまで、データ送信は中断する。
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6.2RS485ノンポーリング (全 2重 )インターフェイス
このインターフェイスはホスト等の機器とMATRIX
をポイント・トゥー・ポイントの接続で、電気的ノイ
ズの発生する環境やRS232では規格外の長距離通
信を必要とする場合に使用するシリアルインターフ
ェイスです。このインターフェイスを使用した場合の
MATRIX と接続機器との配線は右図の通りに行いま
す。

RD

RD

SD

SD

SG

2

4

3

5

23

TX485+

TX485-

RX485+

RX485-

GND485

MATRIX

6.3RS485ポーリング (半 2重 )インターフェイス
このインターフェイスは複数台のMATRIX をデータ
ロジック社製マルチプレクサMX4000を使用した
マルチドロップ接続にて一括管理をする場合に使用
するインターフェイスです。このインターフェイスを
使用した場合のMATRIX とマルチプレクサとの配線
は以下の通りに行います。

2

4

RTX485+

RTX485-

23GND485

MX4000

MULTIDROP(+)

MULTIDROP(-)

MULTIDROP GND

MATRIX

マルチプレクサとの接続時は、
マルチドロップ線の両端に必ず
終端抵抗 (120Ω ) を入れて下
さい。

ご注意120

1200m

120

2m

2

4

23

SHIELD

MX4000

MATRIX
ID=1

CHASIS

1

MATRIX
ID=n
31

CHASIS

1

MATRIX
ID=0

CHASIS

1

RTX485(+)

RTX485(-)

GND485

2

4

23

RTX485(+)

RTX485(-)

GND485

2

4

23

MULTIDROP (+)

MULTIDROP (-)

MULTIDROP GND

13

14

12

1

RTX485(+)

RTX485(-)

GND485
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7.AUXシリアルインターフェイス

このインターフェイスは、MATRIX の内部パラメータ設定を変更する場合に使用するインターフェイスで
RS232のみをサポートしています。このインターフェイスを使用する場合のMATRIX と各種機器との配線は以
下の通りに行います。

7

SD

RD

21

20

SG

TXAUX

RXAUX

SGND

MATRIX

2

3

5

D-sub25D-sub9

8. 信号入力

MATRIX は同期信号用に1点の入力端子 (EXT TRIG) を装備しています。この同期信号がアクティブ状態の間、
黄色の LED（図1の③）が点灯し、デコーディングが可能であることを示します。この入力はフォトカプラにて
絶縁処理されており、NPN入力でもPNP入力でも起動できます。接続方法を以下に示します。

OUT

GND

INPUT1

9

6

10

25

EXT TRIG

9

18

19

25

OUT

GND

DC30V max.
INPUT1

6

10

EXT TRIG

18

19

24V

OUT

GND

INPUT1

9

6

10

25

EXT TRIG

9

18

19

25

OUT

GND

DC30V max.
INPUT1

6

10

EXT TRIG

18

19

この信号線の電気的定格は以下の通りとなっています。
	 最大電圧	 DC30V
	 最大電流値	 25mA
入力端子はチャタリング等による誤動作を防止するために、信号の立ち上がり時に約100μ sec ～ 10msec の
ディレーを発生させることが可能です。この設定は "VisiSet" の "Debouncing" パラメータて設定をして下さい。

ご注意
MATRIX には、この他に INPUT1という入力端子がありますが、INPUT1は特殊ソフトウェア用
の入力ですので、標準ソフトウェアでご使用の場合は、使用できません。
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9. 信号出力

MATRIX には3点の制御出力端子を内蔵しており、下図の様に接続して使用します。

IN

COM

DC40V max.
MATRIX

OUT1

8

22

IN

COM

DC40V max.
MATRIX

OUT2

11

12

IN

COM

DC40V max.
MATRIX

OUT3

16

17

これらの制御出力信号の内、OUT1とOUT2は設定パラメ
ータにより、以下の動作に設定することが可能です。

ﾉｰﾘｰﾄﾞ出力		  読み取り動作中にコードの読み取り
			   ができなかった場合に出力します。

ｺﾝﾌﾟﾘｰﾄﾘｰﾄﾞ出力	 読み取り動作中にバーコードの読み
			   取りができた場合に出力します。

また、ベリファイモード時は登録したデータとバーコード
データが一致した場合に出力します。

そして、OUT3についてはMATRIX の LED照明を使用せ
ず、外部照明を使用する場合の点灯タイミング用の回路と
して用意されています。

これらの出力はいずれもレベルまたはパルス信号の出力が選択することができます。パルスに設定した場合は50ms
～ 1.5sec のパルス信号が生成されます。また、レベルに設定した場合は次の同期信号が入力されるまで、この出力
が継続して出力されます。これらの出力は全てフォトカプラにて外部機器と絶縁されており、電気的特性は以下の通
りです。

コレクタエミッタ間電圧	 最大40V
コレクタ電流			   40mAコンティニュアス ;130mAパルス
飽和電力（VCE）		  10mAで 1V
最大電力損失			   90mW（周囲温度40 ℃時 )

ご注意
外部供給電源による負荷がかかる時は、供給電圧は40V未満として下さい。
最大電力損失の値は、コレクタ電流値よりも優先します。
出力端子の１つが連続的に起動されると、パルスで130mAに満たない場合でも、コレクタの最大
電流は40mAを超えないようにして下さい。)
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10. 読み取り位置決めについて

MATRIX は 1次元または2次元コードをマルチで読み取れるように設計されていますが、分解能に応じた読み取
り距離・読み取りエリア・読み取りの角度を正確に設定しないと読み取り性能が低下します。よってMATRIX の
設置は以下の内容を参照の上、正しく位置決めを行う様にして下さい。

10.1MATRIX の読み取り距離と読み取りエリアについて
MATRIX は 4つの分解能タイプによって、以下の表の様に読み取り距離と読み取りエリアが異なります。

10.2MATRIX の読み取り角度について
MATRIX 設置の際には、ラベルの傾き (MATRIX の傾き ) 角度が10 ～゚ 20 に゚なる様に設置をして下さい。
(下図参照 )

-20～゚-10゜ 10～゚20゜

コードラベル

COM
READ

TRIG
PWR

MATRIX-2000

CAL

POS

COM
READ

TRIG
PWR

MATRIX-200
0

CAL

POS
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11.MATRIX の接続方法と動作モード

11.1 標準レイアウト例
MATRIX は一般に、対象物が読み取りゾーンに入ったとき、同期センサとして用いられている光電センサに
よって起動され、対象物にあるコードを読み取り、読み取ったデータはメインシリアルポートを通じてホストへ
と送信されます。(下図参照 )

ホストPC

①

②

MATRIX

①メインシリアルインターフェイス
②同期センサ

COMREADTRIGPWR

MATRIX-2000

CALPOS

11.2 ローカルエコー接続
ローカルエコー接続では、MATRIX が読み取ったバーコードデータをメインインターフェイスとAUXインター
フェイスの両方に送信します。(下図参照 )

①メインシリアルインターフェイス
②AUXシリアルインターフェイス
③同期センサ

①

②

③

ターミナル

ホストPC

MATRIX

COMREADTRIGPWR

MATRIX-2000

CALPOS
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11.3 マルチドロップ接続 (MX4000使用の場合のみ )
複数台のMATRIX( またはDatalogic 社製バーコードリーダ )を 1台のホストで一括管理をする場合には、下図
の様にマルチプレクサMX4000を使用して、マルチドロップ接続を行います。この時の最大接続可能台数は
32台で、それぞれのMATRIX が読み取ったデータはMX4000を通じて、MATRIX のアドレスデータととも
にホストに送信されます。

ホストPC

①RS232インターフェイス(MX4000)
②RS485マルチドロップインターフェイス(MATRIX)
③同期センサ(MATRIX)

③ ③

MATRIX MATRIX

EXT
TRIG1

EXT
TRIG2

TX
MDROP

RX
MDROP

TX
MAIN

RX
MAIN

POWER
ON

CLR ENT

MX4000

② ②

①
COMREADTRIGPWR

MATRIX-2000

CALPOS

COMREADTRIGPWR

MATRIX-2000

CALPOS


